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第 2 章と第 3 章では，それぞれ，銅，及び，ニッケルを対象としたヘリウム熱放出測定の結果をまとめ，熱放出挙
動のフルエンス依存性，放出ピークと表面損傷との関連等を明らかにしている。銅，及び，ニッケル双方において，
























(2) 面心立方構造の銅，ニッケル，銀においては共通して，それぞれの金属の融点 TmoK に対して， O.7Tmに相当す
る温度付近に放出ピークが現れるが，この放出の活性化エネルギー値が母材金属原子の自己拡散の活性化エネル
ギー値に等しいこと，及び， これらの放出温度領域では各金属原子の自己拡散係数がほぼ等しい値であることを見
いだし この放出を金属原子の自己拡散と結び付いたヘリウムバフ守ルの成長によるとする自己拡散律速型放出メカ
ニズ、ムで、説明している。また，六方晶構造のチタンについてはこの型の放出が見られないことも報告している。
(3) ヘリウム注入量の増加に伴い，自己拡散律速型より低い温度で放出ピークが生じるが，この放出については，へ
リウムバブル間の破断によるとするバブル間破断型放出メカニズ、ムで説明している。
(4) さらに高いヘリウム注入量では，ヘリウムの格子間移動の活性化エネルギー値に相当する放出の活性化エネル
ギー値を持つ放出ピークが現れるが， これは格子間移動型放出メカニズムとして説明出来ることを述べている。
(5) 殆どの放出ピークは，それぞれ，特有の表面損傷を伴っていることを明らかにしている。
以上のように本論文は，核融合炉心材料とプラズ、マの相互作用に関連して，金属材料中に於けるイオン注入ヘリウ
ムの挙動を把握するため，ヘリウム熱放出測定データを集積して，その解析，検討を行った結果により，核融合炉材
料へのヘリウムに対する基礎的評価の上で有用な知見を与えており，原子力材料並びに核融合炉工学の発展に寄与す
るところが大きい口よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
